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 ႱႲႳႴ 第二分冊 導入 

テーマ：「中世世界の構造」 

この分冊では、特定の国や人物ではなく、中世社会を支えていた構造を学びます。 

帝国の統一が崩れた後、世界では 

 土地と分権による政治 

 宗教による社会統合 

 交易による広域交流 

という三つの仕組みが広がりました。これらの要素は互いに影響しながら、複数の

文明圏を形成する世界を生み出します。 

この分冊では次の三つの視点から中世世界を考えていきます。 

1. 分権的統治と土地経済 

2. 宗教による統合 

3. 交易ネットワーク 

そして最後に、それらが結びついて生まれた文明圏という世界構造を扱います。 

 

 ൚൛൜൝൞ൟൠൡൣൢ 学習の進め方 

この問題集は暗記ではなく構造理解を目的としています。そのため次の順序で学

習すると効果的だと考えます。 

① 問題に挑戦する 

② 自分の言葉で答案を書く 

③ 模範解答・別解例を読む 

④ 教科書ナビで背景知識を確認する 

重要なのは「なぜそうなるのか」を自分なりに考えることです。 
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 ൐൑൒൓ 第 6 章 分権的統治構造の成立 

 

 ᇤᇥᇦᇧᇨ 中心問い 

帝国の後、統合はどのように再編されたのか。 

 

◆ 問 1（概念） 

分権的統治構造とは何か説明せよ。 

【中央 権力 地方】 
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✍ 模範解答 

中央権力が弱まり、地方勢力が軍事・徴税・行政権を担う体制を指す。主従契約や

徴税権付与を通じ、地域単位で秩序を維持する仕組みである。 

 

✍ 別解例① 

皇帝や王の直接支配が及びにくくなり、地方有力者が軍事力と財政を掌握する体制

である。土地や徴税権を基盤に地域社会を統治する点が特徴である。 

 

✍ 別解例② 

中央集権が弱体化し、地方勢力が実質的支配権を持つ構造をいう。軍事奉仕や徴税

制度を通じて、局地的秩序を維持する仕組みである。 
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◆ 問 2（西欧） 

封建制と荘園制の関係を説明せよ。 

【主従契約 地代】 
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✍ 模範解答 

封建制は主従契約による政治軍事構造であり、荘園制は領主が農民から地代を徴収

する経済基盤である。荘園の自給的経済が騎士層を支え、分権的統治を可能にした。 

 

✍ 別解例① 

封建制は領主と家臣の契約関係に基づく統治体制であり、荘園制は土地経営を通じ

て領主が収入を得る仕組みである。経済基盤としての荘園が政治構造を支えた。 

 

✍ 別解例② 

主従関係により成立する封建制は、荘園から得る地代収入に依存した。農業中心の

自給経済が軍事奉仕を可能にし、地方分権体制を維持した。 
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◆ 問 3（イスラーム） 

イクター制の統治と経済の関係を述べよ。 

【徴税権 土地】 
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✍ 模範解答 

イクター制は国家が軍人に土地税徴収権を与える制度で、徴税が軍事力維持の財源

となった。土地所有は国家に属し、中央権威を保ちながら分権的統治を支えた。 

 

✍ 別解例① 

軍人に徴税権を付与し、その収入で軍事力を維持させる制度である。土地は国家の

所有とされ、封建制と異なり中央の権威が形式上保持された。 

 

✍ 別解例② 

イクター制は税収を軍事奉仕の対価とする仕組みであり、経済基盤を通じて統治を

支えた。土地私有を認めない点で西欧封建制と異なる。 
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◆ 問 4（東アジア） 

節度使体制と財政構造の関係を述べよ。 

【軍事 財政 地方】 
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✍ 模範解答 

節度使は軍事権に加え財政権を掌握し、地方収入を独占した。これが中央財政を弱

め、分権化を進めた。軍事と財政の結合が地方自立を促した。 

 

✍ 別解例① 

辺境防衛のため設置された節度使は、税収と軍事権を握り半独立化した。財政の分

離が中央集権を揺るがし、地方支配を強化した。 

 

✍ 別解例② 

節度使は地方財政を掌握し独自の軍事力を持ったため、中央統制が弱まった。財政

基盤の地方化が分権的体制を生んだ。 
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◆ 問 5（統合論述） 

分権的統治は政治的衰退か、それとも経済基盤に支えられた安定形態か。比較を踏

まえ論ぜよ。 

【土地収入 軍事 自律】 
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✍ 模範解答 

分権化は中央集権の後退を示すが、荘園制やイクター制のように土地収入を基盤と

する経済構造が地域秩序を支えた。軍事と財政が結びつき地方社会は自律的安定を

保った。分権は衰退ではなく、経済基盤を伴う統治再編と評価できる。 

 

✍ 別解例① 

帝国崩壊後の分権化は中央権力の弱体化を意味するが、荘園や徴税制度が地方統治

を支えた。地域単位での軍事と財政の結合が均衡を生み、別様の秩序が成立した。 

 

✍ 別解例② 

分権は政治的衰退と見なされがちだが、土地収入と軍事奉仕の制度が地域社会を安

定させた。中央集権とは異なる統合原理が機能していたと評価できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ၧၨၩ 構造一文要約 

「分権は土地経済に支えられた統治の再編である。」 

 ઇઈઉઊઋ 派生問い 

 なぜ貨幣流通の停滞は土地支配を強めるのか。 

 分権と無秩序は同義か。 

 経済構造が変われば統治構造も変わるか。 

 ൚൛൜൝൞ൟൠൡൣൢ 教科書ナビ 

 封建制と荘園制の図解を確認。 

 イクター制の説明を整理。 

 節度使と安史の乱の記述を参照。 
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 ൐൑൒൓ 第 7 章 宗教と統治の構造 

 

 ᇤᇥᇦᇧᇨ 中心問い 

 

宗教は政治を支えるのか、それとも制約するのか。 

 

◆ 問 1（概念） 

宗教が政治権力の正統性を支えるとはどういうことか説明せよ。 

【神 天命 秩序】 
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✍ 模範解答 

統治者の権力が神意や天命、聖典の教えに基づくと説明されることで、その支配が

道徳的に正当と認識されることを指す。宗教は服従を信仰上の義務と位置づけ、政

治秩序を精神面から支える役割を果たす。 

 

✍ 別解例① 

支配者が神の代理や天命を受けた存在とされることで、統治が正しいものと社会に

受容される状態をいう。宗教は政治権力の根拠を超越的存在に求め、秩序維持に寄

与する。 

 

✍ 別解例② 

政治権力が神意や聖典に基づくと説明されることで、民衆が支配を正当なものとし

て受け入れる構造である。宗教は統治の精神的基盤となり、道徳的権威を与える。 
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◆ 問 2（西欧） 

中世西ヨーロッパにおける教会と王権の関係を説明せよ。 

【精神的権威 世俗的支配 二重構造】 
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✍ 模範解答 

ローマ教会は精神的権威を保持し、王権は世俗的支配を担った。叙任権闘争に象徴

されるように、両者は協力と対立を繰り返しながら、精神権威と政治権力が並立す

る二重構造を形成した。 

 

✍ 別解例① 

教皇は信仰上の最高権威として国王をも規制し得る立場にあった。一方で国王は世

俗支配を担い、教会と緊張関係を保ちながら統治を行った。 

 

✍ 別解例② 

西欧では教会と王権が分立し、叙任権闘争などを通じて主導権を争った。宗教権威

と政治権力が対等に並び立つ体制であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



16 

 

◆ 問 3（イスラーム） 

カリフ制における宗教と政治の関係を述べよ。 

【宗教的権威 政治的権力 イスラーム法】 
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✍ 模範解答 

カリフは預言者ムハンマドの後継者として宗教的権威と政治的権力を併せ持った。

イスラーム法が統治原理となり、信仰と国家が一体化する政教一致の体制が成立し

た。 

 

✍ 別解例① 

イスラーム共同体の指導者が政治支配も担い、宗教法が社会規範となった。宗教と

国家が分離せず統合された体制であった。 

 

✍ 別解例② 

カリフは宗教的正統性を基盤に統治を行い、信仰共同体と政治体制が一体化してい

た。宗教権威が直接政治を担う構造である。 
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◆ 問 4（東アジア） 

儒教はどのように皇帝権を支えたか説明せよ。 

【天命 科挙制度 思想】 
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✍ 模範解答 

儒教は天命思想や忠孝の倫理を通じて皇帝の支配を道徳的に正当化した。科挙制度

と結びつき、儒教的教養を持つ官僚層が統治を担うことで、思想と政治が結合した。 

 

✍ 別解例① 

儒教は徳治主義を説き、皇帝を道徳的頂点に位置づけた。科挙制度により官僚が選

抜され、思想が国家統治の理念となった。 

 

✍ 別解例② 

忠孝や礼の思想が社会秩序を支え、皇帝支配を天命によって正当化した。儒教は官

僚制度と結合し政治理念として機能した。 
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◆ 問 5（統合論述） 

西欧・イスラーム・東アジアの宗教と政治の関係を比較し、その違いが統治構造に

与えた影響を論ぜよ。 

【教会 王権 政教一致 儒教】 
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✍ 模範解答 

西欧では教会と王権が分立し、二重権威構造が生まれた。イスラームでは政教一致

が原則で、宗教法が政治秩序の基盤となった。東アジアでは儒教が皇帝権を道徳的

に支え、官僚制と結合した。宗教と政治の結合様式の差異が、各地域の統治構造の

特徴を規定した。 

 

✍ 別解例① 

西欧は教皇と王権が並立し対立を含む体制であった。イスラームは宗教共同体の指

導者が政治を担い一体化した。東アジアは儒教理念が皇帝支配を支え、思想が官僚

制度と結びついた。結合の形式が統治の安定様式を左右した。 

 

✍ 別解例②（220 字】 

宗教と政治の関係は地域ごとに異なる。西欧は二元構造、イスラームは政教一致、

東アジアは思想的支援型である。この差異が権威の在り方と国家統治の仕組みを形

作った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ၧၨၩ 一文要約 

「宗教は統治の正統性を与える原理となり、地域ごとに異なる結合様式を生ん

だ。」 

 ઇઈઉઊઋ 派生問い 

 宗教と政治が完全に分離する体制はいつ成立するか。 

 政教一致と二元構造はどちらが安定的か。 

 近代国家は本当に宗教から独立しているか。 

 ൚൛൜൝൞ൟൠൡൣൢ 教科書ナビ（具体化） 

 西欧：叙任権闘争、カノッサの屈辱の項目を確認 

 イスラーム：カリフ制とイスラーム法（シャリーア）の説明 

 東アジア：天命思想、科挙制度、儒教国家の記述 
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 ൐൑൒൓ 第 8 章 交易ネットワークと再流動化 

 

 ᇤᇥᇦᇧᇨ 中心問い 

交易は分権世界にどのような変化をもたらしたのか。 

 

 ⦏⦐⦑⦒⦓⦔⦕⦖⦗⦘⦙ 比較対象 

 シルクロード 

 インド洋交易 

 ハンザ同盟 

 モンゴル帝国による広域交通圏 

 

◆ 問 1（概念） 

交易ネットワークとは何か説明せよ。 

【境界 伝播 商人 都市】 
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 ᗒᗓᗔᗕᗖᗗᗘ 模範解答 

国家や地域の境界を越えて、人・物資・情報が継続的に往来する仕組みを指す。商

人や都市を媒介として広域的な結合が形成され、政治的統一を伴わずに経済的統合

が進む構造である。 

 

 ᗒᗓᗔᗕᗖᗗᗘ 別解例① 

複数の地域を結ぶ交易路や商業圏の総体であり、国家の枠組みを超えて商品や文化

が流通する仕組みをいう。商人と都市が結節点となり、広域社会の経済的結合を生

み出す。 

 

 ᗒᗓᗔᗕᗖᗗᗘ 別解例② 

一定の地域を越えて商業活動が連続的に展開される構造である。交易は物資だけで

なく情報や技術も伝播させ、政治境界とは別の広域的統合を成立させる役割を担う。 
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◆ 問 2（ユーラシア内陸） 

シルクロードはどのような統合を生み出したか。 

【横断 宗教 経済的統合】 
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 ᗒᗓᗔᗕᗖᗗᗘ 模範解答 

シルクロードはユーラシア内陸を横断する交易路として、中国・中央アジア・地中

海世界を結び、絹や香辛料のみならず宗教や技術の伝播を促した。政治的統一を伴

わず、文化的・経済的交流による広域統合を生み出した。 

 

 ᗒᗓᗔᗕᗖᗗᗘ 別解例① 

内陸交易路を通じて物資が往来し、仏教などの宗教や技術が広範に広がった。国家

の枠組みを超えて文化交流が進み、経済的結合と精神的影響を伴う広域社会が形成

された。 

 

 ᗒᗓᗔᗕᗖᗗᗘ 別解例② 

ユーラシアを横断する交易路により商品流通が活発化し、諸地域が経済的に結びつ

いた。同時に宗教や知識が伝播し、政治統一とは異なる文化的統合が進展した。 
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◆ 問 3（海上交易） 

インド洋交易の特徴を述べよ。 

【季節風 アラブ 港市】 
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 ᗒᗓᗔᗕᗖᗗᗘ 模範解答 

季節風を利用した海上交易により、アラブ商人やインド商人が広域商業圏を形成し

た。港市が発展し、物資のみならず宗教や文化も伝播した。国家支配を超えた経済

的結合が特徴である。 

 

 ᗒᗓᗔᗕᗖᗗᗘ 別解例① 

モンスーン航海を基盤に商人が活躍し、沿岸都市が交易の拠点となった。商品とと

もに信仰や文化が広がり、広域的な海上ネットワークが成立した。 

 

 ᗒᗓᗔᗕᗖᗗᗘ 別解例② 

海上交通の発達により諸地域が結ばれ、港市を中心に商業圏が拡大した。政治的統

合を伴わず、経済と文化の流動性が高まった点が特徴である。 
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◆ 問 4（ヨーロッパ） 

ハンザ同盟は分権的世界にどのような役割を果たしたか。 

【北海・バルト海 商人 都市】 
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 ᗒᗓᗔᗕᗖᗗᗘ 模範解答 

北海・バルト海沿岸の都市が連合し、商人の利益を守るため広域交易を担った。国

家に依存せず都市間協力により経済秩序を形成し、分権的世界における商業的統合

を推進した。 

 

 ᗒᗓᗔᗕᗖᗗᗘ 別解例① 

商業都市が結束して海上交易を統制し、安定した商業圏を築いた。都市主体の連携

が国家を越えた経済結合を可能にした。 

 

 ᗒᗓᗔᗕᗖᗗᗘ 別解例②（160 字】 

都市間の協力によって交易の安全を確保し、広域的な商業活動を展開した。国家権

力に依存しない経済統合の形態であった。 
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◆ 問 5（統合論述） 

交易ネットワークは分権的統治を弱めたか、それとも補完したか。比較を踏まえ論

ぜよ。 

【権力の相対化 経済的流動性 税収】 
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 ᗒᗓᗔᗕᗖᗗᗘ 模範解答 

交易ネットワークは国家境界を越える結合を生み、中央権力を相対化した側面があ

る。分権的世界では都市や商人が独自に繁栄し、経済的流動性が高まった。一方で

商業発展は税収増大を通じて王権強化を促す場合もあった。交易は分権を単に弱め

るのではなく、新たな統合可能性を準備する役割を果たした。 

 

 ᗒᗓᗔᗕᗖᗗᗘ 別解例① 

商業ネットワークは地方社会を外部世界と結びつけ、国家の枠組みを越えた結合を

形成した。しかし経済発展は財政基盤を強化し、中央権力再建の条件ともなった。

交易は分権構造を変質させつつ、新たな政治統合の契機を生み出した。 

 

 ᗒᗓᗔᗕᗖᗗᗘ 別解例② 

交易は広域的経済結合を促進し、都市と商人の役割を高めた。分権的秩序を横断す

る流動性が生まれたが、商業収入は統治機構の再編を可能にした。経済的統合は政

治的再統合への土台ともなり得た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ၧၨၩ 一文要約 

「交易は国家を越える統合回路を形成した。」 

 ઇઈઉઊઋ 派生問い 

 経済的統合は政治的統合を必ず伴うか。 

 商業発展は中央集権化を促すか。 

 現代のグローバル経済と中世交易の違いは何か。 

 ൚൛൜൝൞ൟൠൡൣൢ 教科書ナビ 

 シルクロードの地図と仏教伝播の記述を確認 

 インド洋交易とモンスーン航海の説明を整理 

 ハンザ同盟の項目と都市連合の図解を参照 

 モンゴル帝国の交通圏整備とパクス・モンゴリカの説明を確認 
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 ൐൑൒൓ 第 9 章 文明圏の形成 

 

 ᇤᇥᇦᇧᇨ 中心問い 

なぜ中世世界は単一の帝国ではなく、複数の文明圏として形成されたのか。 

 

◆ 問 1 

文明圏とは何か説明せよ。 

【文化 共通 広域 価値観】 
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模範解答 

文明圏とは、共通の宗教・思想・文化・制度を基盤として形成される広域的社会を

指す。政治的に統一されていなくても、価値観や生活様式の共有によって相互の結

びつきが保たれる社会的まとまりである。 

 

別解例① 

宗教や思想、文字文化や制度などの共通性によって結ばれた広域社会を文明圏とい

う。一つの国家に統一されなくても、人々が共通秩序を意識し、文化的まとまりを

維持できる点に特徴がある。 

 

別解例② 

政治境界を越えて、共通の宗教・文化・制度を持つ社会的まとまりを文明圏という。

国家としての統一がなくても、価値体系の共有によって広域的秩序が支えられる構

造を指す。 
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◆ 問 2 

キリスト教世界において、教会組織はどのように文明圏形成を支えたか。 

【ローマ教会 ラテン語 分立】 
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模範解答 

西ヨーロッパでは、ローマ教会の組織、ラテン語文化、修道院や聖職者教育の広が

りが地域を越えた共通秩序を作った。政治的には諸侯や王が分立していても、教会

ネットワークが人々を結びつけ、キリスト教世界という文明圏を支えた。 

 

別解例① 

西欧では教会制度が各地を結び、ラテン語による典礼と学問が共通文化を形成した。

国王や諸侯の支配領域が分かれていても、聖職者組織と宗教儀礼の統一が広域社会

の一体性を保ち、文明圏の土台となった。 

 

別解例② 

教皇を頂点とする教会組織と、修道院・司教区の広がりが西欧を精神的に結びつけ

た。政治権力は分裂していても、ラテン語文化と共通信仰が地域を越える秩序を作

り、キリスト教文明圏の成立を支えた。 
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◆ 問 3 

イスラーム世界では、宗教法と商業ネットワークがどのように文明圏形成を支えた

か。 

【ウンマ シャリーア 商業】 
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模範解答 

イスラーム世界では、ウンマ意識とシャリーアが社会の共通基盤となり、さらに商

業都市と広域交易網が各地を結びつけた。王朝が分立しても、法・信仰・商業の共

有が広い範囲で秩序を保ち、イスラーム文明圏の一体性を支えた。 

 

別解例① 

イスラーム教の信仰共同体意識と宗教法が、地域を越える共通秩序を与えた。加え

て商人や都市の活動が西アジア・北アフリカ・インド洋を結び、政治的分裂の中で

も文明圏としての統一性を維持する基盤となった。 

 

別解例② 

イスラーム世界では、宗教法と信仰共同体が人々を結びつけ、広域交易がその結合

を現実に支えた。王朝交代や地域分立があっても、法と商業の共有が社会秩序を保

ち、文明圏の連続性を可能にした。 
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◆ 問 4（170 字） 

東アジアでは、儒教理念と官僚制がどのように文明圏形成を支えたか。 

【儒教思想 官僚制 中国を中心】 
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模範解答 

東アジアでは、儒教理念、漢字文化、官僚制が共有され、中国を中心とした秩序が

形成された。政治的には複数国家が並存していても、冊封や制度受容を通じて共通

の文化的・制度的枠組みが保たれ、東アジア文明圏を支えた。 

 

別解例① 

東アジア世界では、儒教思想と漢字文化が共通の教養基盤となり、官僚制や律令制

度の受容が秩序を支えた。国家が分立しても、中国を中心とする文化と制度の共通

性が広域社会のまとまりを維持した。 

 

別解例② 

儒教的秩序観、漢字の共有、官僚制の模倣が東アジア文明圏を支えた。政治的統一

がなくても、冊封関係や制度的共通性によって社会の基本原理が共有され、広域的

まとまりが成立した。 
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◆ 問 5 

中世世界に複数の文明圏が成立した理由を論ぜよ。 

【分権的 宗教 文化 広域】 
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模範解答 

中世世界に複数の文明圏が成立したのは、帝国的統一が崩れた後も、各地域で異な

る統合媒体が広域社会を結びつけたためである。西欧では教会組織とラテン文化、

イスラーム世界では宗教法と商業ネットワーク、東アジアでは儒教理念と官僚制が

共通秩序を支えた。その結果、政治的には分立しつつも、文化的・制度的には広域

的まとまりを持つ複数の文明圏が並存した。 

 

別解例① 

帝国崩壊後の世界では、単一国家による統一に代わり、地域ごとに異なる統合原理

が広域社会を支えた。西欧は教会ネットワーク、イスラーム世界は法と交易、東ア

ジアは儒教と官僚制によって秩序を保った。政治統一ではなく、宗教・文化・制度

の共通性が各地域のまとまりを生み、文明圏の並存する世界構造が形成された。 

 

別解例② 

中世世界では中央集権的帝国に代わり、宗教・法・文化・制度が広域統合を担った。

しかもその媒介は地域ごとに異なり、西欧、イスラーム、東アジアはそれぞれ別の

原理で秩序を維持した。こうして、政治的単位とは別に、共通の価値観や制度に支

えられた複数の文明圏が並存する世界が生まれたのである。 
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  ၧၨၩ 一文要約 

中世世界は、異なる統合媒体を持つ複数の文明圏が並存する秩序であった。 

 ઇઈઉઊઋ 派生問い 

 教会組織・宗教法・官僚制のうち、最も強い統合媒体はどれだろうか。 

 文明圏の境界は固定的なものか、それとも交易によって揺れ動くものか。 

 現代世界にも文明圏という見方は有効だろうか。 

 ൚൛൜൝൞ൟൠൡൣൢ 教科書ナビ 

① キリスト教世界 

教科書の「中世ヨーロッパ」「ローマ教会」「叙任権闘争」の節を見て、 

 教会組織がどのように広域社会を結んだか 

 ラテン語文化がどのように共通性を生んだか 

を確認する。 

② イスラーム世界 

教科書の「イスラーム世界」「イスラーム法」「商業の発展」の節を見て、 

 ウンマとシャリーアがどのように共通秩序を作ったか 

 商業都市と交易網がどのように広域的結合を支えたか 

を整理する。 

③ 東アジア世界 

教科書の「東アジア文化圏」「冊封体制」「儒教と科挙」の節を見て、 

 儒教理念と官僚制がどのように中国中心秩序を支えたか 

 漢字文化の共有がどのような意味を持ったか 

を確認する。 

④ 文明圏をつなぐ交流 

教科書の「シルクロード」「モンゴル帝国」「海上交易」の節もあわせて見て、 

文明圏が孤立していたのではなく、交易を通じて相互に影響し合っていたことを

押さえる。 
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 ႱႲႳႴ第二分冊まとめ：中世世界の三つの統合原理 

帝国が崩れた後、社会は三つの仕組みによって結びつきました。 

① 土地と分権 

土地所有を基盤とする社会では地方権力が自立し、分権的秩序が形成された。 

② 宗教と文化 

宗教は政治権力を超えて人々を結びつけ、広域社会の共通価値を生み出した。 

③ 交易ネットワーク 

商業と都市は地域を結びつけ、文化と技術を広げた。 

これら三つが結びつき、世界は複数の文明圏が並存する秩序となりました。 

 

 次の分冊への問い ڛښڙ 

中世の文明圏は、やがて大きく変化していきます。 

 国家権力の再集中 

 海洋交易の拡大 

 世界規模の交流 

これらは近世世界の形成へとつながります。次の分冊では国家の再編と世界秩序

の変化を扱う予定です。 

 

 


